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『放射線の 
ホント』って
ほんとう 
なの？ 

（
中
略
） 

『放射線のホント』1頁 

 

甲
状
腺
が
ん
の
多
発
、
作
業
員
の
肺
が
ん
死
、「
被
ば
く
に
安
全
な
量
は 

な
い
」
な
ど
、
放
射
線
そ
の
も
の
が
人
々
を
苦
し
め
て
い
ま
す
。『
放
射

線
の
ホ
ン
ト
』
は
放
射
能
影
響
を
風
評
被
害
に
ス
リ
替
え
て
い
ま
す
。 

『
放
射
線
の
ホ
ン
ト
』
原
文
を
読
み
な
が
ら 

問
題
点
を
考
え
て
み
ま
し
た
。 
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『放射線のホント』３頁 

 
放
射
線
を
甘
く
見
せ
て
は
い
け
ま
せ
ん 

図
は
『
放
射
線
の
ホ
ン
ト
』（
以
下
『
ホ
ン
ト
』）
４
頁
の
図
で
す
。 

放
射
線
も
可
視
光
線
と
大
し
て
ち
が
わ
な
い
印
象
を
与
え
ま
す
。 

し
か
し
、
セ
シ
ウ
ム
１
３
７
の
ガ
ン
マ
線
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、 

可
視
光
線
の
約
三
〇
万
倍
で
す
。 

放
射
線
が
私
た
ち
の
身
体
に
当
た
る
と
、
遺
伝
子
を
傷
つ
け
、 

が
ん
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
健
康
被
害
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。 

放
射
線
を
電
球
の
光
に
例
え
る
の
は
、
ま
ち
が
い
で
す
。 

『
ホ
ン
ト
』
は
放
射
能
の
怖
さ
を
ご
ま
か
し
て
い
ま
す
。 

 

 

セシウム 137ガンマ線のエネルギーは可視光線の 30万倍！ 
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『ホント』5頁 

 
避
け
ら
れ
る
被
ば
く
を
ゼ
ロ
に
す
る 

の
が
基
本
で
す
。 

被
ば
く
線
量
が
多
い
ほ
ど
、
健
康
影
響
が
多
く
な
り
ま
す
。 

ど
ん
な
に
少
な
い
被
ば
く
で
も
、「
安
全
な
被
ば
く
」
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

福
島
原
発
事
故
に
よ
る
無
用
な
被
ば
く
は
東
電
や
政
府
の
責
任
で
す
。 

「
放
射
能
は
ゼ
ロ
に
は
で
き
ま
せ
ん
」
と
言
う
の
は
、
責
任
逃
れ
で
す
。 

ふ
だ
ん
か
ら
身
の
回
り
に
あ
る
放
射
線
も
、
健
康
被
害
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。 

Ｃ
Ｔ
は
１
回
で
５
～
３
０
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
程
度*

と
線
量
が
高
い
の
で
、 

被
ば
く
線
量
を
引
き
下
げ
る
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

｢

ホ
ン
ト｣

が
掲
げ
る｢

放
射
線
１
０
の
ポ
イ
ン
ト｣ 

そ
の
１ 

* 放医研ホームページ https://goo.gl/yR5qkt  

https://goo.gl/yR5qkt
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放
射
線
は
う
つ
り
ま
せ
ん
が
、 

放
射
能
は
移
り
ま
す
。 

 

福
島
原
発
事
故
で
飛
散
し
住
民
の
衣
服
な
ど
に
付
い
た 

放
射
能
が
、
住
民
と
一
緒
に
移
動
し
、 

再
び
飛
散
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。 

だ
か
ら
、
事
故
直
後
、
避
難
し
た
人
々
が 

避
難
所
に
入
る
前
に
汚
染
を
検
査
し
、 

汚
染
度
が
高
け
れ
ば
除
染
し
た
の
で
す
。 

「
放
射
線
は
う
つ
り
ま
せ
ん
」
は
、 

放
射
能
の
拡
散
を
助
長
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。 

『ホント』7頁 

 
｢

ホ
ン
ト｣

が
掲
げ
る｢

放
射
線
１
０
の
ポ
イ
ン
ト｣ 

そ
の
２ 
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放
射
線
は
遺
伝
子
を
傷
つ
け
、 

突
然
変
異
を
起
こ
し
ま
す
。 

放
射
線
影
響
の
遺
伝
が
ネ
ズ
ミ
や 

動
植
物
で
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ヒ
ト
で
も
遺
伝
し
ま
す*

。 

イ
ギ
リ
ス
の
再
処
理
工
場
周
辺
で
、 

被
ば
く
し
た
父
親
か
ら
生
ま
れ
た
子
に
は
、 

白
血
病
が
多
い
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
。 

  

『ホント』9頁 

 

｢

ホ
ン
ト｣

が
掲
げ
る｢

放
射
線
１
０
の
ポ
イ
ン
ト｣ 

そ
の
３

 

 

 
 

*ICRP（国際放射線防護委員会）
2007 年勧告では、遺伝的影響の
名目リスク係数は１シーベルトあ
たり 0.2％とされています。 
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わ
ず
か
な
被
ば
く
で
も
、 

健
康
に
影
響
が
あ
り
ま
す
。 

「
ふ
だ
ん
の
身
の
回
り
の
量
は
わ
ず
か
な
の
で
、 

健
康
へ
の
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
」
は
誤
り
で
す
。 

被
ば
く
量
が
少
な
け
れ
ば
、
影
響
が
現
れ
る
人
は
減
り
ま
す
が
、 

ゼ
ロ
に
な
る
こ
と
は
、
あ
り
ま
せ
ん
。 

自
然
放
射
線
で
も
、
累
積
１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
被
ば
く
す
る
と 

子
ど
も
の
が
ん
が
増
え
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。 

被
ば
く
影
響
は
蓄
積
す
る
の
で
、
年
間
被
ば
く
線
量
で
は
な
く 

累
積
被
ば
く
線
量
が
問
題
で
す
。 

『ホント』11頁 

 
｢

ホ
ン
ト｣

が
掲
げ
る｢

放
射
線
１
０
の
ポ
イ
ン
ト｣ 

そ
の
４ 
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１
０
０
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
の
被
ば
く
と
は
・・・ 

 

「
塩
分
の
取
り
す
ぎ
と
同
じ
く
ら
い
」
と
言
わ
れ
る
と 

大
し
た
リ
ス
ク
で
は
な
い
の
か
と
感
じ
そ
う
で
す
が
、 

Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
（
国
際
放
射
線
防
護
委
員
会
）
に
よ
れ
ば
、 

１
０
０
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
被
ば
く
す
る
と 

が
ん
で
死
亡
す
る
人
が
０
・
５
％
増
え
ま
す
。 

１
・
２
億
人
が
１
０
０
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
ず
つ
被
ば
く
す
る
と
、 

が
ん
で
亡
く
な
る
方
が
６
０
万
人
も
増
え
ま
す
。 

 

 

 

『ホント』13頁 

 

｢

ホ
ン
ト｣

が
掲
げ
る｢

放
射
線
１
０
の
ポ
イ
ン
ト｣ 

そ
の
５ 
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『ホント』15-16頁 

 

 

被ばく低減は東電･政府の責任。生活習慣リスクと比較は責任逃れ 

× 
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福
島
原
発
事
故
に
よ
る
被
ば
く
を
ゼ
ロ
に
す
る
の
は
、 

東
電
や
政
府
の
責
任
で
あ
り
、 

生
活
習
慣
リ
ス
ク
の
大
小
と
無
関
係
で
す
。 

放
射
線
と
生
活
習
慣
と
の 

リ
ス
ク
比
較
を
持
ち
出
す
の
は
、 

被
ば
く
さ
せ
て
い
る
東
電
や
政
府
の 

責
任
逃
れ
で
す
。 

 
 

ウ
ソ
で
す
！ 

論
文
に
は
「
が
ん
の
リ
ス
ク
は
野
菜
や
果
物
の 

摂
取
量
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」 

と
書
か
れ
て
い
る
の
に
、 

こ
こ
で
は
１
・
０
６
倍
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

   
  

と
ん
で
も
な
い
間
違
い
で
す
。 

２
０
０
万
人
も
の
子
ど
も
を
調
査
し
た
結
果
、 

１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
の
被
ば
く
で
も
、 

発
が
ん
リ
ス
ク
が
上
が
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１
０
０
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
未
満
の
放
射
線
を
受
け
た
場
合 

検
出
困
難 

（
放
射
線
の
影
響
だ
と
証
明
す
る
こ
と
が
難
し
い
レ
ベ
ル
） 
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『ホント』17頁 

 
事
故
後
、
子
ど
も
た
ち
の
甲
状
腺
が
ん
が
急
増
、 

２
１
４
人
に
達
し
て
い
ま
す
。 

被
ば
く
線
量
が
推
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
事
故
後
４
ヶ
月
間
の 

外
部
被
ば
く
線
量
で
、
甲
状
腺
の
被
ば
く
線
量
は
不
明
で
す
が
、 

甲
状
腺
が
ん
が
見
つ
か
る
割
合
は
福
島
県
内
で
も
地
域
に
よ
っ
て 

違
う
の
で
、
放
射
能
に
よ
る
影
響
は
明
ら
か
で
す
。 

福
島
原
発
事
故
で
避
難
し
た
人
々
の
う
ち 

２
２
０
０
人
以
上
が 

「
避
難
生
活
」
関
連
死*

し
て
い
ま
す
。 

被
ば
く
に
よ
る
健
康
影
響
を
避
け
る
た
め
に
避
難
し
た
の
で
す
か
ら
、 

「
避
難
生
活
」
関
連
死
は
、
放
射
線
の
影
響
で
す
。 

  
 

 

｢

ホ
ン
ト｣

が
掲
げ
る｢

放
射
線
１
０
の
ポ
イ
ン
ト｣ 

そ
の
６ 

*2018.3.3 福島民報 https://goo.gl/eXHtkh 

https://goo.gl/eXHtkh
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『ホント』19頁 

 
福
島
原
発
事
故
で
被
ば
く
し
、
が
ん
に
な
っ
た 

作
業
員
１
７
人
が
労
災
認
定
を
申
請
。 

白
血
病
、
甲
状
腺
が
ん
、
肺
が
ん
な
ど
の 

作
業
員
５
人
が
労
災
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

原
子
放
射
線
の
影
響
に
関
す
る
国
連
科
学
委
員
会
報
告
書
に
よ
る
と
、 

・
福
島
県
民
の
生
涯
被
ば
く
は
平
均
１
０
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
、 

固
形
が
ん
が
０
・
４
％
増
え
る
と
推
定
さ
れ
る*

の
で
、 

が
ん
に
な
る
福
島
県
民
が
２
８
０
０
人
増
え
る
と
推
定
さ
れ
ま
す
。 

・
避
難
区
域
の
１
歳
児
の
甲
状
腺
等
価
線
量
は 

１
５
～
８
３
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
と
推
定
さ
れ
て
お
り**

、 

甲
状
腺
が
ん
が
さ
ら
に
増
え
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。 

 

 

｢

ホ
ン
ト｣

が
掲
げ
る｢

放
射
線
１
０
の
ポ
イ
ン
ト｣ 

そ
の
７ 

*UNSCEAR 2013年報告書（日本語）第Ⅰ巻  
附属書 A 171項 **同附属書 A 表 6 
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『ホント』20頁 

 
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
の
量
は
推
定
値
で
、

実
際
の
１
０
倍
か
ら
１
０
分
の
１
の
間
。 

確
か
な
こ
と
は
ま
だ
分
か
り
ま
せ
ん
。 

事
故
初
期
に
体
内
に
取
り
込
ま
れ
た
放
射
能

は
ほ
と
ん
ど
測
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で
は
年
１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル

ト
を
超
え
る
地
域
は
移
住
権
利
ゾ
ー
ン
で
す

が
、
福
島
で
は
年
２
０
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下

に
な
る
と
帰
還
を
強
要
し
て
い
ま
す
。 

｢

ホ
ン
ト｣

が
掲
げ
る｢

放
射
線
１
０
の
ポ
イ
ン
ト｣ 

そ
の
８ 
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『ホント』21頁 

 

 

｢

ホ
ン
ト｣

が
掲
げ
る｢

放
射
線
１
０
の
ポ
イ
ン
ト｣ 

そ
の
９ 

『
ホ
ン
ト
』
が
挙
げ
る
「
主
要
都
市
」
は 

福
島
市
を
は
じ
め
、
避
難
指
示
が 

出
さ
れ
な
か
っ
た
市
で
す
。 

『
ホ
ン
ト
』
に
よ
れ
ば
、 

そ
の
福
島
市
で
さ
え
、
空
間
線
量
率
は 

毎
時
０
・
１
５
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
、 

年
間
１
・
３
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
で
す
。 

東
京
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
パ
リ
の 

毎
時
０
・
０
４
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
の 

約
４
倍
で
す
。 

浪
江
町
で
は
、
年
間
６
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を 

超
え
る
地
域
で
も
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
、 

帰
還
が
強
要
さ
れ
て
い
ま
す
。 
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『ホント』23頁 

 

『
ホ
ン
ト
』
２
４
頁
の
図
に
書
き
込
み
ま
し
た
。 

日
本
の
食
品
基
準
値
は
原
発
事
故
翌
年

の
「
平
常
」
時
の
値
な
の
に
、
外
国
の
基

準
値
は
事
故
直
後
の
緊
急
時
の
値
で
す
。 

同
じ
状
況
の
基
準
値
を
比
べ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
に
、
違
う
状
況
の
値
を
比
べ

「
世
界
で
最
も
厳
し
い
レ
ベ
ル
」 

に
見
せ
る
ト
リ
ッ
ク
で
す
。 

現
在
の
基
準
値（
kg
あ
た
り
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

１
０
０
ベ
ク
レ
ル
）は
福
島
原
発
事
故
前
年
の
国

産
農
作
物
の
１
０
０
０
倍
で
す
。
も
っ
と
下
げ

て
、
被
ば
く
を
少
な
く
す
る
べ
き
で
す
。 

 

 

『ホント』23頁 

 

｢

ホ
ン
ト｣

が
掲
げ
る｢

放
射
線
１
０
の
ポ
イ
ン
ト｣ 

そ
の
１
０ 
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現
在
も
約
５
万
人
が
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。 

富
岡
町
や
浪
江
町
の
一
部
で
も
避
難
指
示
が 

解
除
さ
れ
ま
し
た
が
、
帰
っ
た
人
は
４
％
程
度
で
す*

。 

高
齢
者
が
多
く
、
子
ど
も
や
若
い
人
は
、 

ほ
と
ん
ど
帰
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

事
故
前
の
何
倍
、
何
十
倍
も
被
ば
く
し
な
が
ら 

暮
ら
し
て
い
ま
す
。 

避
難
指
示
が
出
さ
れ
な
か
っ
た
地
域
の
人
々
も 

同
じ
で
す
。 

そ
ん
な
生
活
が
「
日
常
の
暮
ら
し
」
で
す
か
？ 
 

『放射線のホント』25頁 

 
｢

ホ
ン
ト｣

が
掲
げ
る
「
大
切
な
こ
と
」 

*2018.4.1 東京新聞 



16 

 

＜10ヶ条の放射能安全宣伝と結論＞ 
『放射線のホント』は放射能の怖さを伝えず、逆
に”放射能は怖くない”と宣伝しています。そのポ
イントが 10ヶ条の「放射能安全」教育・ウソ宣
伝で、「（避難指示が解除された区域に）戻った
人々にも日常の暮らしが戻りつつあります」が
結論です。子どもたちや若い人々が戻れない福
島の人々の苦悩を無視したウソ宣伝です。 

＜文科省の放射線副読本にも波及！＞ 

『放射線のホント』は 2017年 12月の「風評払
拭・リスクコミュニケーション強化戦略」に基づ
いて作成されました。2018年 10月には、文科
省の放射線副読本にも波及、10ヶ条の「放射能
安全」宣伝と「結論」が盛り込まれています。 

＜「安全」教育が放射能への警戒を解除＞ 
こうした「放射能安全」教育がはびこると、放

射能から身を守れない人々が多くなります。特
に、放射能感受性の高い子どもが学校で教え込
まれたら、深刻な影響を受けます。 

＜賠償拒否･再稼働促進の世論誘導＞ 
”福島原発事故で住民の健康被害は起こらな

かったし、今後も起きない”というのが『放射線
のホント』の主張です。東電・国は賠償する必要
がないし、原発再稼働も問題ないという世論誘
導が強まります。 
＜『放射線のホント』廃刊署名にご協力を！＞ 
ネット署名サイト https://goo.gl/U85KaK 
署名用紙 https://goo.gl/m3Pz2i   

『放射線のホント』はウソだらけの 
「放射能安全」教育 

 

発行：2018年 12月 放射線被ばくを学習する会 https://goo.gl/3AbKYE  anti-hibaku@ab.auone-net.jp 

https://goo.gl/3AbKYE
mailto:anti-hibaku@ab.auone-net.jp

